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な多様性 (物性論,核理論,/､ドロン物性論 )は横糸ともいうべく,さらに,宇宙 ･星の進化論や非線型
ダイナミックス等が斜糸として,織 りなされている情況にあっては,個々の共同利用研の設置目的とは一
応離れて,理論物理の立場から一定の視点をもっことは可能でもあり必要でもあります｡特に施策が加速

























広大 ･総合科学部 渡 部 三 雄
物性の立場から二,三の問選点をあげるo
o 物性研究者あるいは物性グループにとっての基研
基本的に,物性研究者にとって基研 とは何なのか,誰のために何故必要なのか,あるいは,誰が必要
としてそれをっくっているのか,というような問題は,原点にかえって考えなおす必要があるだろう｡
一つは,物性関係のもう一つの共同利用研である物性研 との関連,特に物性研の理論関係部門との関連
の間頓 もある｡いずれにしても,どのような基盤の上に基研が成り立っているのかはっきりさせる必要
がある｡基研の運営について,物性研究者が組織としてどのように責任を負っているかももっとはっき
りさせた方がよい｡もちろん,物性グループ全体が基盤であり責任を負っているのに違いないし,物小
委あるいはさらに直接的には物性関係の基研研究部員が責任を負っている｡しかし,残念乍ら現状では
そのような責任体制が機能 していないように思 う｡物性関係の研究部員の部員会議-の出席率の低さが
その表れの一つである｡部員選出の際に選挙運動 も行われているようであるが,基研の役割,機能,体
刺,運営について何を期待するのか,同時に自らがそれにどう関与 し責任を負うのかの議論の上に立っ
て,部員の選出が行われるべきだろう｡責任の存在の不明確さとの関連で深刻な問題は所員の任期制で
あろう｡いうまでもなく任期制は研究者グループがその必要性を認めて設けているはずだが,現状では
ややもすると所員にだけその重みが押 しつけられてしまっている｡解決の名案はないにしても,研究グ
ループ全体の共同責任であることを常に念頭に置 くことはもちろん,何らかの責任執行の機能をグルー
プとして持つべきである｡
物性グループにとっての基研という観点で,一つ付け加えるO基研将来計画の研究所の国際化と若手
研究者養成の重視は,現在進行中の物性研の将来計画 (比較的大型の研究施設建設をともなうプロジェ
クト中心の計画 )の中で欠けている重要な方針と思 うO基研が将来このclこうな機能を果すよう発展する
ことを期待する｡
o 基研の中での物性
基研,ないしは基礎物理学研究に於ける物性研究の位置づけ,役割について述べる｡一つの考えとして
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